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日本の資源と産業 名前

問1 日本の高度経済成長期において、太平洋ベルトの臨海部に多くの工業地帯や工業地域が形成された理由として、最も適切な説明はどれですか。
（2022年 高知県公立入試 類似）

1. 日本の伝統的な工業が集まってい
た城下町を再開発し、最新の機械設
備を導入しやすかったため。

2. 内陸部に比べて地価が安く、広大
な工場用地を低コストで確保するこ
とが容易であったため。

3. 鉄鉱石や石油などの原材料を輸入
し、製品を輸出する際に大型船を利
用できる便利な立地であったため。

4. 山間部から流れる河川を利用した
水力発電によって、安価で豊富な電
力を安定して得られたため。

問2 地元で生産された農林水産物を、その地域の中で消費する「地産地消」という取り組みによって期待される効果として、最も適切なものはどれ
か。 （2021年 岐阜県公立入試 類似）

1. 気候や土壌などの自然環境に合わ
せて、最も適した作物を大規模に生
産し、全国的な供給を安定させる。

2. 必要な農作物をすべて自分たちで
生産し、外部からの購入を一切行わ
ないことで、食料の自給率を極限ま
で高める。

3. 輸送距離が短くなるため、鮮度の
高い食材を消費者に届けられるとと
もに、二酸化炭素の排出を抑えられ
る。

4. 海外からの安価な農産物の輸入を
完全に停止し、国内の農家を保護す
ることで食料自給率の向上を図る。

問3 日本の農産物輸入において、パンや麺類の原料となる小麦の輸入先として、上位3か国を正確に示している組み合わせはどれですか。 （2022年

兵庫県公立入試 類似）

1. アメリカ合衆国、中国、ブラジル 2. アメリカ合衆国、ブラジル、タイ 3. カナダ、オーストラリア、ロシア 4. アメリカ合衆国、カナダ、オース
トラリア

問4 1955年から現代に至るまでの日本の産業別就業人口の推移を示した統計において、各産業の動向を正しく説明しているものはどれですか。
（2022年 大阪府公立入試 類似）

1. サービス業を中心とする第三次産
業の就業人口は、1955年時点が最も
高く、その後は減少傾向にある。

2. 農業などの第一次産業に従事する
人の割合は、1955年から現代までほ
ぼ横ばいで推移している。

3. 製造業や建設業を含む第二次産業
の就業人口が、2020年まで一貫して
右肩上がりに増加し続けている。

4. 第一次産業の就業人口が急激に減
少し、代わって第三次産業の割合が
最も高くなった。

問5 1960年ごろの日本の国内旅客輸送（億人km）において、鉄道は全体の約7割を占める主要な手段でした。2000年代後半の統計では、旅客輸送
の総量が1960年の5倍以上に拡大するなかで、各輸送機関の役割が変化しています。この変遷について述べた文として、正しいものはどれです
か。 （2017年 岩手県公立入試 類似）

1. 鉄道は輸送全体に占める割合（シ
ェア）を下げているが、旅客輸送量
（億人km）の数値そのものは1960
年当時よりも増加している。

2. 航空機は、現在では近距離の移動
において鉄道を上回る最も一般的な
輸送手段となっている。

3. 船舶は、1960年と比較して国内
の旅客輸送において最も高いシェア
を占めるようになった。

4. 自動車の普及にともない、鉄道の
旅客輸送量（億人km）の数値は196
0年当時の水準よりも少なくなってい
る。

問6 日本の原子力発電所が、人口密集地から離れた海岸沿いに主に立地している理由の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2026年

沖縄県公立入試 類似）

1. 送電効率を最大化するために消費
地から離すという経済的要因と、強
風を利用するという気象的要因。

2. 都市部の地価高騰を避けるという
財政的要因と、地熱を利用するため
に火山帯を避けるという環境的要因
。

3. 大量の冷却水を確保する必要があ
るという技術的要因と、事故時の安
全性を考慮するという社会的要因。

4. 燃料となるウランを大型船で頻繁
に運び込む必要があるという輸送的
要因と、山岳地帯を避けるという地
質的要因。

問7 日本の農産物生産に関する次の記述のうち、収穫量が全国1位である都道府県とその自然条件の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。
（2025年 愛知県公立入試 類似）

1. 米の収穫量が日本一の新潟県は、
信濃川などの豊かな水資源と広大な
平野を活用している。

2. ぶどうの収穫量が日本一の山梨県
は、降水量の多い平坦な低湿地を活
用している。

3. 茶の生産量が日本一の静岡県は、
冬の寒さが厳しい東北地方の気候を
活用している。

4. 豚の飼育頭数が日本一の鹿児島県
は、北海道のような広大な泥炭地を
活用している。

問8 2018年の日本の輸入において、輸入総額が8兆9063億円に達し、その内訳としてサウジアラビア（38.7%）やアラブ首長国連邦（25.6%）な
どの西アジア諸国が上位を占めている品目は何か。 （2020年 北海道公立入試 類似）

1. 石炭 2. 原油 3. 天然ガス 4. 鉄鉱石

問9 国境を越えた商品の売買を自由に行う「自由貿易」がもたらす影響について、適切な記述はどれか選びなさい。 （2019年 和歌山県公立入試 類似）

1. 国内産業を保護するために輸入品
に高い関税をかけ、国内での競争を
制限することで生産者の利益を確保
する。

2. 市場の拡大により得意な製品の輸
出を増やせる反面、海外の安い製品
の流入により国内産業が打撃を受け
る。

3. 自国と関係の深い国々の間だけで
関税を低くし、それ以外の国からの
輸入品には高い関税をかけて市場を
独占する。

4. 輸入品の種類や数量に厳しい制限
を設けることで、国内で不足してい
る物資のみを計画的に輸入する。

問10 近年、都市部から地方へ移住する人々が増えています。移住者の約45％が「収入が減った」と回答している統計データがある一方で、多くの移
住者が生活の質の向上を実感しています。移住後の生活において、満足度を高める要因となっている変化として最も適切な説明を選びなさい。
（2019年 徳島県公立入試 類似）

1. 居住スペースが拡大し、余暇の時
間が増えることで、精神的なゆとり
が生まれた。

2. 都市部に比べて企業の数が多いた
め、より高い収入を得られる機会が
増えた。

3. 公共交通機関の発達により、自家
用車を使わずに移動できる利便性が
向上した。

4. 行政サービスが都市部よりも充実
しており、教育や医療の選択肢が格
段に広がった。

問11 日本の食料自給率に関連して、大豆の輸入動向を説明した文として正しいものはどれですか。ある年の統計では、輸入量の約6割を北アメリカ州
の国が占め、次いで南アメリカ州の国が約2割強を占めており、これら上位2か国だけで日本全体の輸入量の8割以上を供給しています。 （2018年

富山県公立入試 類似）

1. 1位がカナダで、2位がブラジルで
ある。

2. 1位がアメリカ合衆国で、2位が中
国である。

3. 1位が中国で、2位がアルゼンチン
である。

4. 1位がアメリカ合衆国で、2位がブ
ラジルである。


